
催
し
物
●

５
月
20
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

同
館
乳
幼
児
室

幼
児
と
そ
の

保
護
者
、
先
着
10
組

図
書
館

職
員
に
よ
る
お
話
と
手
作
り
お

も
ち
ゃ

５
月
１
日
㈮
９
時
〜

野
洲
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
☎
588

－

1
8
4
6
、
FAX 

586

－

2
0
7
7

中
主
児
童
館　

乳
幼
児

親
子
教
室
お
は
な
し
会

５
月
28
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

お
話
会
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
簡

単
な
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
り
、
お

や
つ

乳
幼
児
と
保
護
者
、
20
人

程
度

手
ふ
き
タ
オ
ル
・
お
茶

50
円
（
お
や
つ
代
）

市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
☎
589

－

5
0
0
0
、

FAX 

589

－

4
9
7
7

銅
鐸
博
物
館
各
種
催
し

同
館
☎
587

－

4
4
1
0

■
ま
が
玉
づ
く
り
が
で
き
る
弥

生
の
森
体
験
学
習

５
月
２
日
㈯
〜
６
日
（振休）
受
付
は

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
体
験

は
午
後
５
時
ま
で
）
※
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
外
は
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
開
催
。

同
館
（
受
付
）

ど
な
た
で
も

300
〜
1
2
0
0
円

ま
が
玉
作

り
（
小
学
生
か
ら
・
約
60
分
・
500

円
）、
土
器
・
は
に
わ
作
り
（
小

学
生
か
ら
・
約
60
分
・
700
円
）
な

ど
※
10
名
以
上
の
場
合
は
要
予
約

■
テ
ー
マ
展「
三
上
藩
・
藩
士
鷲す

見み

家け

の
歴
史
」

５
月
31
日
㈰
ま
で
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
入
館
時
間
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）
休
館
日
／
月
曜
日

（
５
月
４
日
は
開
館
）、
５
月
７
日

㈭

同
館

ど
な
た
で
も

市
民

は
入
館
無
料

野
洲
郡
三
上
村

を
拠
点
と
し
た
三
上
藩
と
そ
の
藩

士
、
鷲
見
家
の
歴
史
を
紹
介
。

■
市
史
・
郷
土
史
講
演
会「
近
世

に
お
け
る
藩
と
支
配
」

５
月
30
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

同
館

ど
な
た
で
も
、
先
着
120

人

市
民
は
無
料

講
師
…
母も

り利
美よ

し
か
ず和

さ
ん
（
京
都
女

子
大
学
文
学
部
教
授
）

銅
鐸
博
物
館
友
の
会

ま
ち
か
ど
博
物
館

■「
三
上
を
歩
く　

－
三
上
藩

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

－

」

５
月
31
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

※
雨
天
決
行

コ
ミ
セ
ン
み
か
み

集
合
（
駐
車
可
、
で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

ど
な
た
で
も

無
料

市
内
の

各
地
区
を
訪
ね
て
、
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
企
画
で
す
。
今
回

は
テ
ー
マ
展
の
開
催
に
合
せ
て
、

三
上
山
出
を
中
心
に
歩
き
ま
す
。

タ
オ
ル
、
水
筒
、
帽
子
※
歩
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

同
友
の
会
☎
587

－

4
4
1
0

ビ
ッ
グ
レ
イ
ク
無
料
開
放

■
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

　

い
つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
し
ま
せ
ん

か
。５

月
11
日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
※
雨
天
中
止

野
洲
川
歴

史
公
園
Ｂ
コ
ー
ト

無
料

当
日

コ
ー
ト
内
に
て
直
接
申
し
込
み
※

用
具
の
無
料
貸
出
あ
り

同
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
☎
584

－

3
3
6
6

近
江
富
士
花
緑
公
園
催
し

同
公
園
☎
586

－

1
9
3
0
、

FAX 

586

－

4
0
8
4
、
E
メ
ー
ル

karyoku@
ohm
itetudo.co.jp

■
は
ぱ
ぱ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

５
月
５
日
㈷
・
６
日
（振休）
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
※
雨
天

中
止

ふ
る
さ
と
館

ど
な
た
で

も
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

要

は
ぱ
ぱ
の
ク
イ
ズ
に
答
え

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う

無
料

当
日
随
時

■
山
野
草
生
花
教
室

５
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

「
里
の
家
」
で
生
花
を
管
理
し

て
い
る
福
原
さ
ん
に
山
野
草
の
選

び
方
、
生
け
方
を
教
わ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
※
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
要

里
の
家

200
円

ハ
サ
ミ
・
動
き
や
す
い
服
装

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
窓
口
・
メ
ー

ル
で
事
前
申
し
込
み

■
花
緑
写
真
展

６
月
２
日
㈫
〜
28
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

花
緑
公
園
で

撮
影
し
た
応
募
写
真
の
展
示

ど

な
た
で
も

ふ
る
さ
と
館

応
募
…
５
月
31
日
㈰
ま
で
（
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
）
に
応
募
用
紙

を
添
え
て
郵
送
か
持
参
※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
※
写
真

サ
イ
ズ
は
四
切
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
た
も
の
に
限
る
（
デ
ー
タ
不

可
）

■
カ
リ
ョ
ク
の
梅
も
ぎ
体
験

６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
午
前
10

時
〜
11
時
・
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
※
雨
天
中
止

花
緑
公

園
の
梅
林
で
育
っ
た
梅
の
実
を
収

穫
し
ま
す

ど
な
た
で
も
※
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
要

里
の

家

800
円
（
梅
２
㌔
の
お
土
産
付

き
）
※
梅
の
生
育
状
況
に
よ
り
お

土
産
の
量
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
一

組
５
名
ま
で
）、年
齢
、郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
日
を
明

記
の
上
、
５
月
23
日
㈯
ま
で
に
郵

送
※
抽
選
の
上
、
結
果
を
返
信

野
洲
市
ゴ
ル
フ
競
技
大

会
兼
滋
賀
県
民
体
育
大

会
第
２
回
選
考
会　
　

６
月
11
日
㈭

甲
賀
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

先
着
80
人
（
当
日

協
会
申
し
込
み
可
。
別
途
入
会
金

1
0
0
0
円
が
必
要
）

プ
レ
ー

費
1
2
0
0
０
円
（
カ
ー
ト
、
昼

食
、
キ
ャ
デ
ィ
、
パ
ー
テ
ィ
含

む
）
税
別
、
参
加
費
1
0
0
0
円

18
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
、

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

５
月
27

日
㈬
ま
で
に
住
所
、
氏
名
（
多
数

野
洲
児
童
館
お
は
な
し
会
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５
月
14
日
㈭
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
農
林
水

産
課
☎
587

－

6
0
0
4
、
FAX 

587

－

3
8
3
4
※
受
講
者
に
は
後
日
、

日
程
な
ど
の
詳
細
を
送
り
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
参
列
者
募
集　
　
　

　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）
で
開

催
（
８
月
14
日
〜
15
日
）
予
定
の

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
さ
れ

る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
で
県
内
在

住
の
人
（
介
助
者
の
同
行
可
）　

原
則
１
柱
１
回
で
す
が
、
２
回
目

の
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
…
50
人
程
度
※
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は

６
月
下
旬
に
通
知

5
0
0
0
円
程
度
※
介
助
者
の

参
加
費
用
（
交
通
費
、
宿
泊
費

な
ど
）
は
自
己
負
担

５
月
31

日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
①
参
加
希
望
者
の

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
戦

没
者
と
の
続
柄
、
電
話
番
号
、
介

助
者
の
要
・
不
要
②
戦
没
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
戦
没
時
の
本

籍
都
道
府
県
名
、
陸
軍
・
海
軍
の

別
を
記
入
し
て
、
県
健
康
福
祉
政

策
課
☎
528

－

3
5
1
4
（
〒
520

－

8
5
7
7
大
津
市
京
町
四
丁
目
１

－

１
）
へ
郵
送
。

湖
南
広
域
休
日
急
病
診

療
所
運
営
委
員
会
委
員

　

平
成
27
年
度
の
湖
南
広
域
休
日

急
病
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て
審

議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

湖
南
４
市
（
草
津
、
守
山
、
栗

東
、
野
洲
）
内
に
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

任
期
…
平
成
29
年
５
月
31
日
ま
で

※
年
３
回
程
度
の
会
議
に
参
加

募
集
人
員
…
各
市
１
人
ず
つ
〔
選

考
〕５

月
15
日
㈮
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）
に
、「
休
日
急
病
診
療
所

の
役
割
に
つ
い
て
」
の
作
文
（
800

字
程
度
）
と
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
（
フ
ァ
ク

ス
）
番
号
を
書
い
て
、
持
参
、
E

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
。

〒
520

－

3
0
4
6
栗
東
市
大
橋
二
丁
目
７

－

３
湖
南
広
域
行
政
組
合
救
急
医

療
事
務
局
（
☎
551

－

1
3
0
0
）

E
メ
ー
ルkyukyu@

konan-
kouiki.jp

三
上
山
清
掃
登
山

〜
湖
国
の
豊
か
な
自
然

を
次
世
代
へ
〜　
　
　

　
「
第
43
回
三
上
山
清
掃
登
山
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
山
道
の
ご
み
回
収
を
通
じ

て
、
三
上
山
の
豊
か
な
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
、
次
の
世
代
に

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

６
月
７
日
㈰
Ｊ
Ｒ
野
洲
駅
南
口

に
午
前
９
時
ま
た
は
御
上
神
社
に

午
前
９
時
40
分
に
集
合
※
小
雨
決

行コ
ー
ス
…
Ｊ
Ｒ
野
洲
駅
↓
御
上
神

社
↓
天
保
義
民
碑
↓
三
上
山
山
頂

↓
花
緑
公
園
解
散

200
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

※
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
各

自
負
担

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

着
替
え
、
帽
子
、
防
寒
具
、
レ
ジ

袋
、
保
険
証
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

そ
の
他
…
清
掃
登
山
中
の
事
故
に

つ
い
て
、
主
催
者
は
応
急
措
置
を

行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は

負
い
ま
せ
ん
。
体
調
と
ケ
ガ
の
防

止
に
注
意
し
、
各
人
の
責
任
に
お

い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
３
日
㈬
ま
で
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
血
液
型
、

電
話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
、
び
わ
こ
テ
ク
テ
ク
ク

ラ
ブ
・
橋
田
☎
090

－

2
1
9
9

－

2
9
5
8
、
FAX 

563

－

5
6
8
0
、

E
メ
ー
ルh

ash
id
a@
m
u
f.

biglobe.ne.jp

保
育
士
再
就
職
研
修
会

　

現
在
、
保
育
士
と
し
て
就
業
し

て
い
な
い
人
が
最
新
の
保
育
事
情

や
実
技
を
学
び
、
保
育
職
場
へ
復

帰
す
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

５
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭
・
６
月

４
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
６
月
11
日
㈭
午
前
中
（
保
育

園
見
学
）

滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
草
津
駅
前

（
エ
ル
テ
ィ
932
・
３
階
）

保
育

士
資
格
を
持
ち
、
県
内
の
保
育
施

設
へ
の
就
職
・
再
就
職
を
希
望
す

る
人
、
先
着
15
人

無
料
※
基
本
的
に
は
４
回
連
続

講
座
で
す
が
、
い
ず
れ
か
の
講
座

の
み
の
受
講
も
可
。
託
児
を
希
望

す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
県
保
育
協
議
会
内

県
保
育
士
・
保
育

所
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
516

－

9
0
9
0
、

FAX 

521

－

2
1
1
7

の
場
合
は
代
表
者
名
）、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
野
洲
市
社
会
教
育
関

係
団
体
事
務
局
内
野
洲
市
ゴ
ル
フ

協
会
（
〒
520

－

2
4
2
3
野
洲

市
西
河
原
2
4
0
0
）、
FAX 

589

－

3
3
8
1

同
協
会
事
務
局
☎
090

－

1
2
2
8

－

6
2
5
5

募
集
●

「
里
山
・
森
づ
く
り
塾
」

受
講
生
募
集

　

里
山
の
歴
史
を
学
び
、
自
然
を

楽
し
み
、
整
備
作
業
な
ど
の
体
験

を
通
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
森

づ
く
り
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。５

月
31
日
・
７
月
12
日
・
10
月

中
〜
下
旬
・
11
月
８
日
、
い
ず
れ

も
日
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
日
程
変
更
の
場
合
あ
り

野
洲

市
内
の
山
、コ
ミ
セ
ン
し
の
は
ら
、

コ
ミ
セ
ン
み
か
み

全
４
回
の
講

座
す
べ
て
に
出
席
し
、
講
座
修
了

後
に
は
自
然
・
山
部
会
の
会
員
と

な
り
活
動
で
き
る
人
、
先
着
30
人

座
学
と
実
地
体
験
（
コ
ン
パ

ス
と
地
図
で
山
歩
き
、間
伐
体
験
、

昆
虫
観
察
、
野
洲
の
歴
史
）

1
0
0
0
円
（
４
回
分
、
保
険
・

資
料
代
）
※
第
１
回
受
講
時
に

徴
収

筆
記
用
具
、
作
業
の
で
き

る
服
装
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど

講
座
・
講
演
●
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※
各
相
談
は
無
料
。祝
日
は
除
く
。

権
な
ん
で
も
相
談
所　

人

　
　
　

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

５
月
18
日
㈪
午
前
10

時
〜
正
午

人
権
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
野
洲
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
２

階
）

人
権
セ
ン
タ
ー
☎
587

－

４

５
３
３
、
℻ 

518

－

１
８
６
０

会
福
祉
協
議
会
の
総
合
相   

　
　
　

談　

毎
週
月
曜
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
要

予
約
）

同
協
議
会
☎
589

－

４
６
８
３
、
℻ 

589

－

５
７
８
３

こ
ろ
の
教
育
相
談　

不
登

　
　

  

校
、
い
じ
め
な
ど
に
関
す

る
子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
。
面

接
・
電
話
相
談
。
予
約
制
。

毎

週
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
４
時
30
分

ふ
れ
あ

い
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
587

－

６
９
２
５
、
℻ 

587

－

２
０
０
４

育
て
相
談　

電
話
相
談
・

　
　
　

個
人
面
談
。
予
約
制
（
当

日
予
約
可
）。

毎
週
月
曜
〜
金

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分
。

野
洲
市
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
518

－
０
８
３
０

人社こ子

民
生
活
相
談
課

　
　
　
　

☎ 

587

－

６
０
６
３

　
　
　
　

℻ 

586

－

３
６
７
７

■
法
律
相
談　

相
続
・
登
記
・
不

動
産
・
家
庭
問
題
な
ど
の
法
律
相

談
を
実
施
。
１
人
30
分
以
内
で
予

約
制
。

６
月
３
日
㈬
（
相
続
・

登
記
／
司
法
書
士
）、
６
月
10
日

㈬
（
司
法
書
士
）、
６
月
22
日
㈪

（
弁
護
士
）、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時

市
役
所
本
館
相
談
室

■
し
ご
と
・
く
ら
し
相
談　

仕
事
・

生
活
の
こ
と
な
ど
困
り
ご
と
の
相

談
支
援
。

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
や
す
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
相
談
も
実
施（
要
予
約
）

■
消
費
生
活
相
談　

悪
質
商
法
や

多
重
債
務
問
題
な
ど
の
消
費
生
活

相
談
。

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
行
政
書
士
相
談　

書
類
の
作
成

（
遺
言
書
、
遺
産
分
割
協
議
書
、

契
約
書
な
ど
）
に
つ
い
て
の
相
談

を
実
施
。
１
人
30
分
以
内
で
予
約

制
。

６
月
11
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午

市
役
所
本
館
相
談
室

■
税
務
相
談　

国
税
（
所
得
税
・

相
続
税
な
ど
）
に
関
す
る
近
畿
税

理
士
会
員
に
よ
る
税
務
相
談
を
実

施
。
１
人
30
分
以
内
で
予
約
制
。

６
月
５
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

市
役
所
本
館
相
談
室

■
行
政
相
談　

行
政
相
談
委
員
が

主
に
国
の
事
務
に
関
す
る
ご
意
見

や
苦
情
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。

５
月
19
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

市
役
所
本
館
相
談
室

市

し尿汲取日程
◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土曜・日曜日、祝日は休みです。
◆ 野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場合は予定日の
２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出してください。旗が出てい
ないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。問い合わせ…環境課☎ 587－ 6003、℻587 － 3834

汲取予定日 行政区および字名

1日・7日 久野部・竹生・北野一丁目

8日 冨波甲・冨波乙・五之里

11日 辻町・上永原

12日 上町・下町・上屋

14日 江部・中北・北

18日 小南・高木

19日 篠原駅前・長島

21日 成橋・街道

25日 入町・大篠原東町・大篠原西町

27日・28日 小堤

【近江美研】☎、℻同左

汲取予定日 行政区および字名

1日・7日・8日 比留田

11日 西河原・吉地

12日 乙窪・北比江

14日・15日 比江・松林

18日 吉川・菖蒲

19日 六条

21日 井口・堤・安治

25日・26日 須原・野田・五条

28日 虫生・木部・八夫

【近江美研】　上屋 123
☎ 588 － 4870、℻588 － 3546

汲取予定日 行政区および字名

1日・7日 大畑・七間場

8日・11日・12日 行畑・野洲

13日・14日・15日 小篠原・桜生・駅前

18日・19日 市三宅・妙光寺

20日・21日・22日 三上

25日・26日 北桜・南櫻

27日・28日・29日 五反田・山田・縄手・樋ノ尻・稲辻・冨波南

【奥村興業】　小篠原 717－ 1
☎ 587 － 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

今
月
の
納
税
等★納付には便利で安全な口座振替をご利用ください

★納期限を過ぎると法律上の延滞金が発生します

◆固定資産税（１期）
◆軽自動車税
◆公営住宅使用料（５月分）
納期限（口座振替日）は
　　　6月 1日です

市
民
の
う
ご
き

４
月
１
日
現
在

人口 50,768 人 （前月比－ 35 人）

男 25,154 人（前月比－ 16）

女 25,614 人（前月比－ 19）

世帯 19,014 世帯（前月比＋ 18）

各
種
相
談
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暦
も
５
月
と
な
り
、
新
社
会
人

と
な
っ
た
人
も
徐
々
に
仕
事
に
慣

れ
て
き
た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
昇
進
や
昇
格
、
配
置
換

え
、
転
職
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

立
場
や
環
境
の
中
で
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人

に
と
っ
て
も
、
職
場
に
お
け
る
人

間
関
係
は
大
切
で
す
。
そ
う
い
っ

た
中
で
今
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
」
で
す
。

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
は
、
職
務
上
の

地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内

の
優
位
性
を
背
景
に
し
て
、
本
来

の
業
務
の
範
囲
を
超
え
て
、
相
手

に
精
神
的
・
身
体
的
な
苦
痛
を
与

え
た
り
、
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ

た
り
す
る
行
為
の
こ
と
で
、
現
在

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
具

体
的
な
行
為
と

し
て
は
、「
他

の
社
員
の
前
で

怒
鳴
り
つ
け

る
」、「
無
視
を

す
る
」、「
他
人

の
ミ
ス
の
責
任

を
負
わ
せ
る
」

な
ど
が
該
当
し

ま
す
。「
パ
ワ
ハ
ラ
」
は
労
働
者

の
人
権
を
侵
害
す
る
決
し
て
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
予
防
・
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
は
な
ぜ

起
き
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
一

◆人権施策推進課☎ 587 － 6041

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

番
の
要
因
と
し
て
は
、
職
場
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が

あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
人
員
削
減
な
ど
に
よ
る
一

人
当
た
り
の
労
働
量
の
増
加
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
も
あ
り
、
職
場
内
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機

会
が
減
少
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
職
場
環
境

に
あ
る
と
、
余
裕
が
な
く
な
り
、

部
下
の
失
敗
や
間
違
い
を
指
摘
す

る
際
な
ど
に
つ
い
厳
し
い
言
い
方

を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
管
理
職
が

部
下
の
業
務
を
把
握
し
き
れ
ず
に

過
重
な
業
務
を
与
え
て
し
ま
っ
た

り
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
「
自
分
た
ち
の
若
い
頃
は

怒
鳴
ら
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
で

あ
っ
た
の
に
…
」「
最
近
の
若
者

は
根
性
が
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う

な
受
け
手
側
に
問
題
が
あ
る
と
い

う
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

自
ら
も
若
い
頃
に
厳
し
く
叱
ら

れ
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
成
長
し

て
き
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
人
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
過
去
と
現
代
で
は
職

場
環
境
も
社
会
状
況
も
大
き
く
変

化
し
て
き
て
お
り
、
同
じ
言
葉
で

も
時
と
場
合
に
よ
っ
て
受
け
取
ら

れ
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
意
識

し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い

つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
人

間
関
係
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い

れ
ば
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に
ま
で
発

展
し
て
し
ま
う
こ
と
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
と

い
う
基
本
を
忘
れ
ず
に
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「発 達 支 援 セ ン タ ー 通 信 」

◆発達支援センター
   ☎ 587 － 0033、℻ 587 － 2004

『発達障がい』の正しい理解を

新年度が始まって、はや１か月が経過しました。こ
の春、入園や入学、就職や配属先の異動等で、新しい
環境になり、周りの人と上手に人間関係が築けるだろ
うかと不安になった人もいたかと思います。
この人間関係を築くのに必要な、会話やコミュニ
ケーションを苦手としている人の中に、『発達障がい』
のある人がいます。
例えば、『発達障がい』のひとつである「自閉症ス
ペクトラム」の特徴として、コミュニケーションの障
がい、対人関係・社会性の障がい、パターン化した行
動やこだわり等があります。また、暗黙の了解が苦手

だったり、感覚が過敏で大きな音や特定の音、光の刺
激が苦手なこともあります。
『発達障がい』の原因はまだよくわかっていません
が、現在では脳機能の障がいと考えられていて、幼少
期からその症状は現れています。決して、親の育て方
や本人の努力不足によるものではありません。
また、『発達障がい』は、知的な遅れを伴う人から
知的な遅れを伴わない人まで、広い範囲を含んでいま
す。とても優れた能力が発揮される場合もあり、周り
からみてアンバランスな様子が理解されにくく、また、
コミュニケーションや対人関係をつくるのが苦手なこ
ともあって、その行動や態度から誤解されてしまうこ
ともあります。
しかし、早めに障がいに気づき、周囲の人々の理解
が得られ、早い時期から能力を伸ばすために必要な支
援や環境の調整が行われることで、社会に適応する能
力を身につけ、さまざまな能力を発揮することができ
ます。何よりも周囲の人々の正しい理解が大切です。
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